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主題：「児童生徒の発達の段階や特性を踏まえた

段階的・系統的な指導のモデルの構築を目指す」

副題：「児童生徒の日常生活と関連付けられた国語、

算数・数学×自立活動の個別授業の実践」



１ 研究グループの概要

（１）在籍児童

・３年生：１１名（Ⅰコース１０名、Ⅱコース１名）

・４年生：１０名（Ⅰコース１０名） 計２１名

（２）職員

・３年生担任：６名 ４年生担任：５名 計１１名



②「ICT活用能力実態シート」を活用し、児童のICT活用能力に
ついての実態把握を行った。

・全ての児童が A 知識及び技能 B 思考・判断・表現
C 学びに向かう力・人間性等 において導入の段階にあった。

③ 日常生活の様子を観察し、課題点をまとめた。
（事例対象児童）



（２）授業計画・授業実践・実践報告

① 実態把握と学習指導要領を基に授業計画を立てる。

② 基本の教材・教具とiPadを併せて用いた授業を実践し、教師一人
一事例をiPad実践報告書、研究の事例報告様式にまとめ、学部研究会
で報告した。

③ 事例対象（11例）
・A B C：国語１段階
・D E : 算数１段階 F：算数２段階 G：算数３段階
・H I J K：国語２段階

（３）研究討議・授業改善

① 各回１事例、グループ研究でブレーンストーミング法を用い、討
議の柱に基づいて研究討議を行った。

② グループ研究で出された意見や課題点を基に授業改善を行った。



３ 研究の実際

（１）事例B（国語１段階）

（２）事例G（算数３段階）

（３）事例J（国語２段階）



（１）事例B（国語１段階）



＜研究会後の改善・授業づくりについて＞

・大人に限らず、同年代の友達に自分から関わりを求めるようになってきて、楽
しい時は、発声する様子も見られるようになった。友達が関わりを受け入れてく
れることで、本人も「楽しい」と感じられるようになってきている様子が見られ
る。

・「お願いしたい」ことなどを絵カードがないときは、相手の肩を叩いてジェス
チャーでお願いするよう声掛けを続けてきた。最近では、教師、友達の肩を叩い
てお願いできるようになってきている。また、自分の願いが伝わったことで自信
をもち、友達や教師とのやり取りに広がりが見られた。

・日直や係の仕事（呼名）はiPadを使って進めている。２、３回教師と一緒に使
い、その後は近くで見守ることにした。トラブルがあったり、困ったりした時に
教師に声掛けができず、泣き出す様子も見られたが、そのような時には教師を頼
るよう声掛けを続けた。今では教師の支援がなくても一人で進められるように
なった。

・「おなかが痛い」「眠い」等の体の調子を伝えることがまだできない。引き続
き、絵カードやiPadを使った学習を進めていく予定である。



（２）事例G（算数３段階）



・文章問題に取り組んだ。文章を読み、□〇□＝と
自分で書くようにしてみた。何度か取り組んだこと
があるプリントだったこともあり、できてしまった。

・答え合わせをする時は、一緒にイラストや言葉の
意味（増えた、減った、合わせて）を確認した。式
を解くだけの学習よりも、イメージしたり、言葉の
意味を考えたりすることができた。

＜改善した教材＞

＜研究会後の改善・授業づくりについて＞



（３）事例J（国語２段階）
iPad実践報告
小学部代表



実態把握①

「ICT活用能力チェックシート」



実態把握②

「ラーニング・マップ」



実態把握③

「日常生活における課題」

・動作がゆっくり。やる気があると急げることも
あるが、周囲の様子を見たり、声掛けを受けたり
しても急げないこともある。先に始めると「なん
で！」と怒る。

・発音が明瞭でなく、聞き取りにくい。
伝わらないと、不快感を示し、早口になって
更に聞き取りにくくなる。

・自分の思いを曲げられないことがある。



授業計画

【教科名】国語

【学習指導要領上の段階】小学部２段階
【単元名】読むこと「平仮名」

【単元の目標】

知 教師の口形を模倣しながら、５０音を丁寧に読むことができる。

思 母音が同じ音の中から必要な音を選択して簡単な単語を構成することができる。

学 日常生活の中でよく見る単語に気付き、積極的に読むことができる。

【本時の内容】
・イラストや写真を見て、平仮名をタップして単語を
構成する。

【本時の目標】
知 教師の口形を模倣し、一音ずつ区切りながら単語を読むことができる。

思 提示された平仮名から必要な音を選択して身近なものの単語を構成する。

学 日常生活の中でよく見るものの名前に気付き、単語を構成することができる。



授業実践・学習の様子

・学習の様子について
＊教材
・５０音タイル
・イラストカード
・ipad(パワーポイント、平仮名ボード)

＊手だて
・パワーポイントを用いて、提示された文字(母音が同じ音を多
く含む)の中から正しいものを選択し、身近なものや動物など
の名称を構成する。

・出題された名称を、５０音タイルでも構成する。
正しく構成できたら、選んだ文字を元の位置に戻す。



基本の教材・教具 iPadアプリ

アイコン

平仮名ボード

パワーポイント





考察

①よかった点

・平仮名ボードのアプリは、押すと音声が出るので正誤に気付
きやすい。

・パワーポイントを用いると、間違えやすい文字や同じ母音の
音など、選択肢を児童に合わせてカスタムできる。

・母音が同じ音の中で間違って覚えている言葉にいくつか気付
くことができた。
②改善点

・本児の見え方や、性格を考慮すると、平仮名ボードよりも５
０音タイルを用いたほうが円滑に授業が進んだ。５０音表にタ
イルを戻す学習にも取り組めるので５０音表はアナログのほう
がよい。パワーポイントについては、押すと音声が出るように
するとよりよいと感じた。
③討議の柱（聞いてみたいこと）
・発音に不明瞭さのある児童にとってよりよい国語の指導方法



＜参考＞



「もの」と文字の一致
・実物、写真や絵と平仮名

文字と音の確認

専門家の活用

口形模倣や
トレーニング

発音の練習
（ゆっくり）

コミュニケーション

認識

・自分の声を録音
して聴かせる

＜討議の柱＞
・発音に不明瞭さのある児童にとってよりよい国語の指導方法

≪納得解・最適解≫

・文字と音の確認をする。

・口形模倣やゆっくり読む練習をする。

・聞こえや構音について専門家に相談する。

＜ブレーンストーミング法によるブロックでの考察＞



＜研究会後の改善・授業づくりについて＞
・日常生活の中で、本児には急いでもらうことが多く、教師側も
時間をかけて確認することをせずに汲み取っていることが多いと
気付かされた。全ての音を確認することは難しいが、よく使う言
葉や挨拶などは意識的に一音ずつ確認するようにしていきたい。

・『まめ』『あめ』『かめ』の三つの言葉を取り上げて取り組ん
でみたところ、今回の授業では、パワーポイントで正しく正解す
ることができた。学習を始めた当初は間違えることもあったので、
繰り返し取り組んだ内容はしっかりと身に付いている様子がうか
がえる。

・イラストを提示して「まめ/あめ/かめはどれ？」の質問にも正し
く答えることができた。研究以前は行っていない学習のため、上
記の繰り返しの学習で理解が深まってできるようになったのかは
不明なので、新しい言葉の学習でも同様の形で尋ねて確認する必
要がある。

・本児の「まめ/かめ/あめ」の音声をipadで録音して再生し、正し
いイラストを選択する学習に取り組んだところ、正答率は低かっ
た。自分の声を録音で確認することで、自分自身で他者からの聞
き取りにくさに気付くことができ、再度ゆっくりと一文字ずつ読
み上げるように録音し直したところ正答率が上がった。他者から
の聞き取りやすさを意識して発声することができたと思われるた
め、今後も取り組んでいきたい。

・録音の記録を残すことで、本児の発声の経過を確認することが
できてよいと感じた。

。



あめ①

あめ②

かめ①

かめ②

まめ①

まめ②

かめ まめあめ



〇自作教材について
・児童の実態、障害特性から課題を設定し、教材を手づく
りしていてよい。

・実態に応じた手づくりのパワーポイント教材が素晴らし
かった。

・PPの教材は操作がしやすく、児童の到達度の確認として
より正確に素早くフィードバックが返ってくるため、有効
である。

・デジタルとアナログをバランスよく使い、補い合って取
り組めているよさがあった。

・作成した教材を共有できるとよい。

・５０音の識別は正しくできているのか再確認できるとよ
い。

＜最終の学部研究会より＞



〇iPadの録音機能活用について
・iPadの録音機能など、アプリだけにとらわれない使い方
がよい。

・録音の記録を付けることで成長の足跡を残すことができ、
よいアイディアである。

・録音することで発音の仕方を本児に気付かせることがで
き、よい方法、手立てである。

・発音が不明瞭な子どもに自分の声を聴かせるのは有効と
分かった。

・録音した発声を聞くと、１回目と２回目ではだいぶ違っ
たので、繰り返し取り組むことで、発音が明瞭になりそう
だ。



〇発音へのアプローチ
・苦手な音、発音が難しい音を確認し、口の開き方、舌の
使い方を練習できるとよい。

・口形模倣だけでなく、自立活動などの時間に、口唇のや
わらかさや舌の動かし方などについて、鏡を使った遊びを
取り入れながら練習できるとよい。

・発音については、口唇の使い方や筋肉などの動きも併せ
て支援、指導していくとよい。

〇その他
・将来を見通して言葉の力を伸ばしていくことの大切さを
感じた。

・いろいろなアプローチを実践していた。



４ 成果と課題

〇従来の教材とiPadの教材の効果的な活用について
考えることができた。

・事例Bでは、表出手段としてiPad、絵カード、身振
りなどから、状況や本人に応じた表出手段を探るこ
とが納得解・最適解として出された。日直の司会に
はiPadを活用し、スムーズに進行できるようになっ
た。また、お願いする時は、相手の肩を叩くよう促
しを続けたところ、最近では、教師、友達の肩を叩
いてお願いできるようになってきている。

・事例Gでは、繰り上がりのない二桁の足し算にお
いて、iPadやプリントでの実践報告があった。iPad
の操作自体が楽しくなってしまう課題も出され、
様々な教材を操作して理解を図る重要性も指摘され
た。



・事例Jでは、平仮名を読む学習としてパワーポイントで
作成した単語構成の教材にiPadで取り組みながら、平仮
名５０音表の確認を実際の教材を使って行う実践報告が
あった。文字を操作して枠から出し入れすることで、よ
り５０音の位置の理解につなげることができるのではな
いかと考える。平仮名の理解も深まり、将来的には、コ
ミュニケーションを補うツールになる可能性もある。

・算数の指導において、１０以上の数を取り扱う際など、
iPadの方が取り組みやすいという意見が出た。目と手の
使い方や短期記憶などに課題がある場合など、従来の教
材の難しさを補う面もある。

・重さや長さ、触覚の弁別、形の捉えなどは、触覚を使
い、操作をして確かめる教材を活用していく必要がある。



〇情報活用能力の育成や言語能力の育成につなげること
ができた。

・iPadの活用を通して、基本的な操作や問題解決におけ
る情報活用を促し、情報活用能力の育成につなげること
ができた。一方、情報モラルや情報セキュリティの項目
は、取り扱っている事例は少なかったが、実態によって
は「ルールやマナー」を意識付け「約束やきまり」をつ
くってみるのもよいと考える。

・iPadに留まらず、図書館の活用など情報活用能力の育
成について、今後も考えていけるとよい。

・算数の事例において、イメージをもって計算するため
に文章題の必要性が挙げられ、言語能力の育成は、教科
等横断的な視点が重要であることが再確認された。



〇ブレーンストーミング法を用いることで多面的・多角的
な視点から討議の柱について考えることができた。

・事例検討を重ねることで、関連をもたせながら、応用的
に考察し、段階に応じた支援や指導を確認できた。

・事例児童について、ブロックで共通理解を図る機会とな
り、事例を通して学んだことを自身の指導に生かすことが
できた。

・討議の柱で出された支援方法を集団授業や日常の関わり
に生かす場面が見られた。

・ブレーンストーミング法以外の事例についても、もう少
し意見交換できるとさらによかった。

・ブレーンストーミング法を用いてまとめていくことが難
しく、進め方を工夫する必要があった。今後もグループと
して分析力を高め、まとめる力を付けていく必要がある。
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